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第172号 広 報 し べ つ 昭和56年フ月 1日

み
な
さ
ん

の
生
活
環
境
を
整
備
し
、

住

み
よ

い
町

づ
く
り

の
た
め
、
町

は
環

境
整
備

に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

今
年
も
、
舗
装
　
改
良
　
排
水

の
エ

事

を
下

図

の
と
お
り
行

い
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き

、
国
道

二
四
四
号
線
標
津

市
街
拡
幅

工
事

に
伴
う
下
水
通

工
手

お

よ

び
水
道
管
移
設

工
事
も
南

二
丁
目

か

ら
龍
雲
寺
前

の
間

で
行

っ
て

い
ま
す
。

工
事
中

は
町
民

の
み
な
さ
ん
に
、
車

輛

の
片
側
通
行

、
通
行
止

め
の
ほ
か
、

大
型
機
械

に
よ
る
騒
音

　
振
動
な

ど
で
、

大
変

ご
迷
惑
を

お
か
け

い
た
し
ま
す

が
、

如
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
と
し
て

川
北

々
八
線
　
・③

　

一
、
四
〇
〇
材

川
北

々
八
線
　
③

　
一二
、
二
〇
〇
材

川
北
々
九
線

①
　
　
五
〇
〇
ヤ

川
北
々
五
線

③
　
一
、
一
四
〇
】

古
多
様
西
六
号
Ｑ
〉

一
、　
一
〇
〇
】

古
多
様
南
五
線
Ｑ
〉

一
、
五
六
〇
▼

古
多
様
川
沿
道
路
③
　
　
四
九
二
材

茶
志
骨
東
二
線
③
　
一
、
六
王
含
「

″
　

　

　

橋

一
基
　
　
一
一四
■

遺
営
開
拓
地
整
備
事

来

と
し
て

川
北

々
四
線
　
橋

一
基

　

　

一
言
一材

道
営
山
村
基
準
農
道
整
備
事
業

と
し

て

川
北
墓

一号

③
　
　
一
言
三
イ

団
体
管
土
地
改
良
農
道
整
備
手
業
と
し
て

川
北
南
三
線
　
④
　
　
　
人
一
七
甘

川
北
乙
基
線

③
　
　
一三
（
一人
ｒ

川
北
西
二
号
　
①
　
　
　
一ハ
〇
四
ヤ

川
北
西
四
号

①
　
一
、
〇
〇
〇
ヤ

川
北
東
一
写

⑤
　
　
七
八
〇
イ

不
良
環
境
整
備
事
業
と
し
て

仕
青
町
　
　
橋
一
基
　
一
一
丁
五
材

!醸1講
1舞1虜
!塾を
1務|お

弾得
ま
す

川北共栄町(南4丁目遠り翻装)77南

一‐ゴ

「

）・　　　〕

新川上町く漁象団出訳良鶴壊)110存

工事中ご迷惑を

ぉかけしますガ

よろしく ′

限町・覇栄町(北1丁目通り改良) 135悔

名i

川上田 栄町(南4丁目週りよ良歯豪)527海双菜町(西2桑通り排水醸付)152南

働 薫3勘 本 暮 t夕しヽ家庭本つ ての本 |タォヽ



昭稲 6年ア日 打日 広 報 し べ つ 第172号

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て

標
津
町
長

小

野

幸

三

私
は
、

こ
の
六
月

一
十
四

日
を
も

っ

て
、
通
算
五
期
日

の
標
津
町
長

に
就
任

さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
く

に

今
回

の
町
長
選
挙

に
あ

た
り
ま
し
て
は
、

無
投
票

で
信
任

い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と

は
、

こ
の
う
え
も
な

い
栄
誉

と
感
謝
す

る
と
と
も

に
重
責
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
　
町
民

の
み
な
さ
ま

の

愛

町
ほ
と
ば
じ

る
高

い
次
元

に
立

っ
て

判
断
さ
れ
た

こ
と
と
肝

に
銘
じ
　
今
後

四
年
間

の
町
政
執
行

に
全
力
を
尽
く
す

所
存

で
あ
り
ま
す

。

現
下

の
社
会
話
情
勢

は
　
あ

ら
め
る

部
面

に
熊
し

い
状
況

に
あ
り
、
本
町
も

ま

た
、
農

林
水
商

工
業

の
振
興
や
生
活

環
境

の
幣
術
な

ど
多

く

の
謀
題
が
山
積

し

て
お
り
ま
す

。

私
は
、
当
面
、
如
何

に
し
た
ら
町

に

「
活
気
」
を
導

入
で
き

る
か
　

こ
の
こ

と
に
全
力

を
注
ぎ
、
人

口
の
減

少
傾
向

を
防
ぎ
　
働
く
場
所

の
開
打

に
努
力
を

致

し
た

い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
町
民

の
住

み
良

い
環
境

づ
く

り

の
た

め
に
、
「
き

め
細

か

い
気

配
り
」

と

「
能
率
的

・
を
行
政
を
進

め
る

ほ
か

恵
ま
れ
な

い
人

た
ち
や
母
子
　
父
十

セ

人
　
身
障
家
庭

な

ど
に
対
す

る

「
思

い
や
り

の
あ

る
町
政
」
を

推
じ
進
め
る

考

え
で
あ
り
ま
す
。

な
お
　
町
政

は
　
町
民
と
町
理
事
者

と

の
共
同
作

品

で
あ

る
と

の
考
え
を
基

本

と
し

て

「
和

や
か
な
な

か
に
、
活
気

に
満
ち

た
温
か

い
町
」

づ
く
り

に
精
進

す

る
決
意

で
あ
り
ま
す

の
で
　
町
民
各

位

と
町
内
語
機
関

の

一
層

の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
は
町
道
民
税

（
一
期
・全
期
）
の
納
期
で
す

標
津
町
の
福
祉
制
度

ｌ
ｂ
身
障
宮
者
の
福
祉
―

▼
医
療
史

の
動
成

●
重
度
障
害
者

⌒
一
ま

た
は
二
級

の

身

体
障
害
者

お
よ
び
知
能

指
数

が

お
お
む
ね
三
十
五
以
下

の
者

）
に

初

診
料
を
除
く
本
人
負
担
分
を
助

成
し
ま
す
。

０
前
記
以
外

の
障
害
者

で
精
神
障
害

で
入
院
し

て
お
り
　
他

の
制
度

に

よ

る
医
療
費

の
助
成
を
受
け

て

い

な

い
方

の
本
人
負
担
分

の
三
割
を

助
成
し
ま
す
。

▼
心
身
扶
養

共
済
制
度

将
来

独
立
し

て
生
計
を
維
持
す

る

こ
と
が
困
難
な
心
身

陣
害
者

の
保
謹

者

が
　

掛
け
金
を
納
入
す

る

こ
と
に

よ
り
残

さ
れ
た
障
害
者

に
終
身

年
金

を
保
障
す

る
制
度

で
す
。

年
金
額
　
日
額
三
万
円

掛
け
金

は
午
齢

に
よ

っ
て
違

い
ま

す
。
ま

た
、
普
通
加
入

の
ほ
か
付
加

加

入
も
あ
り
ま
す
。

▼
穏
社
手
当

在
宅
す

る
こ
度
障
害
者

で
　
障
告

の
た
め
日
常
生
活

に
常
時
介
添
え
を

必
要

と
す

る
方

に
支
給
し
ま
す
。

支
結
額

　
自
額
九
千

二
百
五
十
円

▼
特

別
児
童
扶
装

手
当

二
十
歳
未
満

の
障
害
者

⌒
お
お
む

ね
四
級
以
ｌｉ
の
身

体
障
害
者

お
よ

び

一療
育
手
帳

で
Ｂ
判
定

ま

で
の
精
神
障

害
キ

）
を
扶
養

し

て

い
る
家
族

に
対

し
支
給
し
ま
す
。

支
結
額

（
円
額

）

垂
度
　
一二
局

三
千
八
百
円

中
度

　
一
一万

王
子
五
百
円

▼
特
定
疾
患

（
難
病
）息

者
通
院
費
助
成

特
定
疾
患

⌒
難
病

）
の
た
め
　
管

外

の
医
療
機
関

で
の
治
療
を

必
要

と

す

る
方

の
、
通
院

の
た
め

の
交
通
費

の
五
割
を
効
成
し
ま
す

。

▼
住
宅
整
備
資

金

の
貸
付

玉
度
身
体
障
害
右

の
障
害

に
近
令

す
る
よ
う

に
住
宅
を
整
備
す

る
資
金

を
貸
し
付
け

る
制
度

で
す
。

限
度

額
　
百
五
十

万
円

▼
自
動
車
改
造
費

の
助
成

三
度

の
下
肢
障
害
者

が
、
そ

の
使

用
す

る
自
動
車
を
障
害

に
適
合
す

る

よ
う

に
改
と
す

る
費

用
と
し

て

一
台

十
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

▼
心
身
障
害
者

の
た
め

の
相
談
員

心
身
怖
学
者

の
方

々
の
生
活
上

の

問
題
な
ど

の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

精
神
薄
”
者
福
祉
相

談
貝

玉
置

正
夫
き
た
（
川
北
な
⑤

２
０
１
１
）

身

体
障
害
者
福

祉
相

談
賞

宮
本
電
家

さ
ん
⌒
標
津
な
②

２
３
１
２

ヤ

手
続
き
な

ど
詳
し

い
こ
と
は
　
役
場

福
祉
燕
福

祉
係

ａ
②

２
１
３
１
内
線

１

１
２

へ
。

ポ

史
跡

自
然
公
園

―
湿
原
の
問
花
す
す
む
―

水

河

期

を

生

き

残

っ
た

高

層

湿

原

和

物

が

　

お

よ

そ

人

〇

府

…

…

．

大

自

然

が

そ

の

ま

ま

の

『
天

然

記

念

物

　

標

津

湿

原

」
で

は

″
エ
ブ

ゴ

ゼ

ン
タ

チ

バ

ナ

″

や

″
ヒ

ノ

シ

ャ

ク

チ

ゲ

々

な

ど

が

　

可

憐

な

花

を

つ
け

　

今

ま

さ

に

初

夏

を

感

じ

さ

せ

て

い
ま

す

。

そ

ん

な

混

原

の
中

を

渡

る

木

Ｌ

…

お

よ

そ

一　

〇

〇

〇

メ

ー

ト

ル
先

に

は

地

表

の
能

ん

だ

ま

ま

残

さ

れ

て

い
る

竪

六

住

居

跡

が

　

四

千

年

も

の
音

を

は

ば

せ

て

い
ま

す

。

こ
れ

は

、

『
史

跡

　

標

津

遺

跡

郁

」

の

一
部

――

伊

茶

仁

カ

リ

カ

リ

ウ

ス
述

跡

――

で

す

。

こ

こ

の
森

に

は

多

く

の

小

ん

が

住

み

、

さ

わ

や

か

な

嶋

き

声

が

こ

だ

ま

し

て

い
ま

す

。

こ

の

【
標

津

町

ポ

ー

川

空

跡

自

然

公

国

〕

今

年

は

、　

■

月

一
日

に

オ

ー

ブ

ン
し

ま

し

た

が

、

英

ヤ

低

＝

の

た

め

才

吹

き

、

開

花

が

遅

れ

　

そ

の

夫

し

い

大

自

然

の
姿

を

　

い
ま

よ

う

や

く

私

た

ち

の

日

を

楽

し

ま

せ

て

く

れ

て

い
ま
す

。

こ

の
自

然

の
素

晴

ら

し

さ

を

　

お

子

さ

ん

と

い

っ
し

ょ

に

、

あ

な

た

も

満

喫

し

て

く

だ

さ

い
。

自然を愛 し 美 しい郷上 をつ くりま しょう
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カメラ

し孟トト

た

ば

こ

は

町

内

で

買

い

ま

し

よ

う

▲5月 25日 サ ケ幼需放流式(伊茶仁る、化場)

▼6月 4日  北 標津クリーンクラフによる金山公園清掃

▲6日 4日  入 収風景(大規模車地)

一
町

一民

一

魚
薬

の
格
安
時
期

に
に

っ
と
す

る

倖

せ
の
軌
跡
は
ず
さ
れ
行
止
る

ほ
ろ
酔

の
オ
ラ

が
天
下

の
裏
通
り

灰

皿
の
タ

パ

コ
も
疲

れ
た
ま
ま

で

い
る

母

の
鈴
振

っ
て
不
幸
を
詫

び
て

い
る

夢

で
逢
う

夫

は

つ
ら

つ
背
を
仲
ば
し

□
日

の
彩
あ
な
た

に
見

せ
て
ま
わ
る
独
楽

く
な
し
り
を
恋
う

て
咲

い
て
る
千
島

小
桜

わ
だ
か
ま
り
捨
切
れ
も

せ
ず

メ

ン
ツ
立

て

鏡

か
ら
発
す
聖
女

の
香
り
な

る

夜
央

の
向
き
変

え

て
万
年
部
屋

に
夏

陽
炎

が
庭

の
虫
ま

で
呼
起
じ

|||

標
津
川
柳
社

で
は
、
会
貝
を
募
集

し

て

い
ま
す
。
同
野

の
方

は

事
務
局

（
な
②

２
３
９
７
　

松
実

）
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。

籾l

あるたも気軽に作踊を

捜穏しませんか。

ハカキに作観と住所

氏名(又は学模 学 年)
を記入のうえ,役 場知

らせ間<係 へどうt‐。

詩やイラストもあ寄せ

<だ さい。

宮 松 政 布 田 竹 風 小 尾 大 伊 淡
野

井 突 野 施 村 川 岡 瀬 崎 西 藤 路

弥

栄

町

本

　

町

茶

志

骨

栄

　

町

住

吉

町

川

上

町

本

　

町

古

多

様

弥

栄

町

双

葉

町

弥

栄

町

桜

木

町

太
　
子

ひ
か
り

牛
　
歩

千
　
鶴

祥

　
乃

風
　
清邦

君
　
江

惣

一
郎

詩
　
州

満
須
子

海
　
陽

声 芥 ヽ子 勤 | 十会 | 、 隈 介 オヽ 全 え う / ハ キ 1  ‐ ト



昭示056年フ周 4日 広 報 し べ つ 身宮472モ3

出
の
福
祉
め
ざ
し
て

―

第
二
□
標
津
町
社
会
福
祉
大
会
―

去
る
六
月

二
日
本
中

央
公
民
館

に
お

い
て
標
津
町
社
会
福

祉
協
議
会

公
ム
長

・

馴
山
猛

）

の
主
催

に
よ
り
、
第
二
回
標

淳
町
社
会
福
祉
大
会

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

本
大
会

に
は
、
約
百
六
十
人

が
集

ま

り
、
地
域
生
活

に
密
着
し

た
思

い
や
り

の
あ
る
福
祉
活
動

「
心

の
福

祉
」
を
推

進
す

る
た
め

の
研
究
討
議
を
行

い
、
社

会
福

祉
協
議
会
活
動

の
進
展

に
資
す

る

と
と
も

に

「
住

み
よ

い
豊

か
な
郷
土

の

建
設
」
を

め
ざ
し

て

い
ま
し

た
。

昭
和
五
十
六
年
度

の
功
労
者

と
し

て
、

つ
ま

の
方

々
が
表
彩

さ
れ
ま
し

た
。

▼
社
会
福

祉
功
労

凛
津
町
輝

人
団
体
連
絡

協
強
会

（宇
標
津

）

石
川
賢
太
郎

（字

標
津

）

▼
自
立
更
生
功
労

伊
藤

出
身

（字
伊
茶
仁

）

中
山
哲
夫

（字

川
北

）

▼
母
子
世
帯
自
立
功
労

多
費

ハ
ル

（字

標
津

）

三
ほ

チ

ヨ
ノ

（字
標
津

）

全
体
討
議

で
は

つ
ぎ

の
こ
と
が
提
言

さ
れ
、
町
お
よ

び
国

・
道

に
要
望

が
あ

り
ま
し

た
。

町

に
対
す

る
要
望

一
、
老
人
福
祉
施
設
等
の
建

設

高
齢
者

が
増
加
す

る
中

で
、
現
在

病
院

に
入
院
し

て

い
る
人
た
ち

が
入

居

で
き

る
養
護
施

設
的

で
独
唇
老

人

も
入
れ
る
よ
う
な

ホ
ー

ム
を
、
ま
た
、

老
人

が
夜
問
な

ど
に
急
変

し
た
と
き

で
も
安
心

で
き
る
よ
う

、
病
院

の
近

く

に
建
設
し

て
も
ら
え
れ
ば
理
想

で

あ
り
、
現
在
入
院
中

の
経
度

の
方

々

に
も

、
施

設
が
あ
れ
ば
入

っ
て

い
た

だ
け

る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
ま

す
し

、
老
人

が
老
後
安
心
し

て
生
活

で
き

る
老
人

ホ
ー

ム
な
ど

の
建
設

が

実
現
す

る
よ
う
検
討
願

い
た

い
。

二
、
町
内

に
固
書
館

の
建
設

住
民
の
足

国
鉄
標
津
練
を
み
ん
な
で
利
用
し
よ
う

現
在

、
公
民
館

に
あ
り
ま
す
図
書

室

は
、
暗
く
不
自
由

で
あ
り
子
供

大

人
が
喜

ん
で
自
由

に
入
れ
る
図
書

館

の
建
設

が
実
現
す
る
よ
う

積
討
願

い
た

い
。

子
供

に
良

い
本
を
読
ま

せ

る

こ
と
は
、
不
良

化
　
非
行

の
防
止

に
も

つ
な

が
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、

標
津
町

の
文
化
度
を
高

め
る
こ
と
に

も
な
る
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
将
来
図
書
館

の
建
設
予
定

が
あ
れ
ば
、
そ

の
間
、
現
在

の
図
書

室

の
内
容
充
実
を

は
か
ら

れ
た

い
。

三
、
町
内
に
児
童
会
館

の
建
設

町
内

に
は
、
児
童

が
自
由

に
遊

ん

だ
り
、
校
外
活
動
な

ど
の
指
導
を
受

け
ら
れ
る
場

が
な

い
た
め
、
児
童
な

ど

の
健
全
育
成
を

は
か
る
た
め
に
も

児
童

会
館

の
建
設
を
検
討
願

い
た
い
。

四
、
老
人
ク
ラ
フ
単
位

の
金
山
峡
温
泉

使
用
料

の
無
対
化

金

山
峡
温
泉
を
、
老
人
ク
ラ
ブ
事

業

と
し

て
団
体
使

用
し
た
と
き

は
、

町

の
特
別

な
配
慮

に
よ
り
今
年
度

か

ら
五
回

の
使
用
料
助
成
が
な
さ
れ

て

い
る

が
、
各

単
位

タ
ラ
ブ

に
お

い
て

も
毎
月
利

用
し
た

い
要
望

が
あ

る

の

で
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

が
、
事
業

と
し

て
団
体
使
用
す

る
場
合

に

つ
い
て
も

無
料

と
さ
れ
る
よ
う
特
別

の
配
慮

を

さ
れ
た

い
。

国

・
道

に
対
す

る
要
望

ヽ

一
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
ロ
ー
ド

の
設
置

現
在

の
国

道

（伊
茶
仁

～
金
山
▼

道

々

（
川
北

～
二
四
四
号

）
ま

で
は
、

歩
道
を
含

め
た
革
道

で
あ
り
、
町
と

し
て
も
計

画
的

に
金

山
開
発
を
考
え

ら
れ
て

い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
地
域
住

民
が
自
転
車
な

ど
を
利

用
し
家
族

で

金

山

へ
行
く
機
会

が
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る

の
で
、
交
通
安
全

か
ら
も
車

道

の
両
側

に
サ
イ
ク
リ

ン
グ

　

ロ
ー

ド
を
設
置
し

て

い
た
だ
く
よ
う
国

・

道

に
要

請
さ
れ
た

い
。

二
、
喪
書
遺
児

に
対

す
る
見
舞
金

の
額

の
引
上

を
は
か
ら
れ
た

い

道

の
施
策

と
し

て
、
不
慮

の
“
放

に
よ
り

一
家

の
主

柱
で
あ

る
親
を
失

っ
た
遺
児

の
家
庭

に
見
舞
金
を
増
る

製
度

が
あ
り
ま
す

。
し
か
し
、

こ
の

制
度

は
昭
和
四
十
七
年

に
作
ら
れ
て

か
ら
今
年

で
九
年

に
な

る
が
、
額

の

改
正
が
行

わ
れ
て

い
な

い
た
め
、
額

の
引
き
上
げ
を

は
か
ら
れ
た

い
。

三
、
釧
幡
市

に
医
料
大
学

の
誘
致

道
東

地
区

に
は
医

科
大
学
が
な
く
、

先
投

、
管
内

一
市
四
町

の
関
係
者

に

よ
り
、
国

立
釧

路
医

科
大
学

の
設
置

促
進
等

の
事
業
を
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

当
社
会
福

祉
協
議
会

と
し
て
も
、

住
民
が
、
医
療
行
政

に
不
安

の
な

い

生
活

が
出
来
る
よ
う

、
釧

路
市

に
医

科
大
学

の
設
置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

第
六
回
身
体
障
害
者

侵
室
支
庁
支
部

国際障害書年記念

親
陸
ス
ポ
ー
ツ
大
会

根
室
支
庁
管
内

に
居
住
す

る
身

体
障

害
者

が
、

ス
ポ
ー

ツ
を
通

し
体
力

の
維

持
増

強
と
残
存
能
力

の
向
上
並

び
に
相

互

の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
明
朗

・

快
活

か

つ
積
極
的
性
格

と
協
調
精
神
を

養

い
、

明
る

い
生
活

の
形
成

に
寄
与
す

る

こ
と
を
目
的

と
し

て
計
画
さ
れ
た
も

の
で
す

。

●
七
月
十

一
日
　
午
前
十
時

か
ら

●
鳩

ヶ
丘
グ
ラ

ン
ド

に
て

し
尿
収
集
ス
ト
ツ
フ

八
月
二
十

日
を
九
月
二
日
暮

標
津
町
外

二
町
じ
尿
処
理
組
合
　
浄

化

セ
ン
タ
ー

で
は
、
八
月
二
十

日
か
ら

九
月
二

日
ま

で

の
二
週
間

、
処
理
施
設

の
機
能

回
復

の
た
め
施
設
整
備
を
行

い

ま
す
。

こ
の
期
間

、
浄
化

セ

ン
タ
ー

で

の
し

尿
処
理
は
で
き
ま

せ
ん

の
で
、

み
を
さ

ん

の
し
尿
収
集
も

一
時
停
止
し
ま
す
。

な

お
、
施
設

の
整
備
間
近

に
は
、
申

し
込

み
が
さ

っ
と
う
す

る

こ
と
も
予
想

さ

れ
ま
す
。
早

め
に
申
し
込
ま
れ
ま
す

よ
チ

、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

）

一
lbを豊かにし 文化を高めましよう
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新
生
活
運
動
と
は

生
活
を
高
め
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
住
民
運
動
で
す

去
る
六
月
十
五

日
、
標
津
町
中
央
公

民
館
を
会
場

に
、
標
津

町
交
通
安
全
維

進
住

民
大
会

が
開

か
れ
ま
し

た
。

こ
の
大

会

は
、
人
命
尊
重

の
立
場

か

ら
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
事
故
防
止

の
徹
底
を
期
す

る
た
め
、
参
加
者
相
互

の
交
流
を
通

じ
、
町
民

の
事
敵

に
対
す

る
認
識
を
深

め
る
と
と
も

に
、
交
通
安

全
運
動

へ
の
積
極
的

な
展
開
を
図
ろ
う

と
し
た
も

の
で
す
。

本
大

会

に
は
、

三
百
人
を

こ
え
る
町

民

が
参

加
し

、
道
知
事

の
メ

ッ
セ
ー

ジ

を
携
え

て
は
る
ば
る
札
幌

か
ら
飛
来

し

た
道
警

の

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

「
ぎ

ん
れ

い

号
」
訪
間
、
メ

ッ
セ
ー

ジ
投
下

に
よ
り

は
じ
ま

っ
た
。

会
場

を
埋
め
た
参
加
者

に
、

メ
ッ
セ

ー

ン
は
、

「
着
実

に
成

果
を
あ
げ

て

い

る
根
室
管
内
交
通
事
歳
撲
減
百

日
作
戦

に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も

に
、
行
楽

シ

ー
ズ

ン
、
ま

た
屋
外
活
動

や
道

路
交
通

輸
送

の
活

発
化

に
向
け
、
地
域

に
安
全

の
輪
を
広
げ

て
欲
し

い
」
と
訴
え

た
。

大
会
を
盛

り
あ
げ

た

の
は
、
町
内

小

中

学
生
か
ら
集

め
た
約
千
二
百
編

の
交

通
安
全
作

文

で
す
。
う
ち
七

つ
の
作
品

が
被
露

さ
れ
、
子
供

の
素
直
な
目

で
見

た
現
在

の
交
通
状
態

に
対
す

る
訴

え
に

は
、
参
加
者

の
間

に
共
感
を
呼

ん
で

い

た
。

交
通
安
全
に
つ
い
て

標
津

小
六
年

及
川
徳
枝

「皆

さ

ん
、
守

っ
て

い
ま
す

か
、
変

通
規
則
を
。
」

い
ろ

い
ろ
を

規

則

が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号

が
赤
な
ら
も

ち
ろ
ん
渡
れ
ま

せ
ん
が
、
横
断
歩
道
も

渡

れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
な

の
に
知

っ
て
て
、

赤

で
も
平
気

で
渡
る
人

が

い
ま
す
。
そ

の
う
ち

の

一
人
が
私
で
す
。

ど
う
し

て

か
と

い
う

と
、
赤

で
も
青

で
も
左
右
を

き
ち
ん
と
見

る
ん

で
す

が
、
赤

の
時

に
、

車

が

い
な

い
か
ら
と

い

っ
て
渡
る

の
で

す
。
も
し
、
渡
る
前
ま

で
は
車

が

い
な

か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
横
断
歩

道
を
歩

い
て

い
る
時

に
、
も
う

ス
ピ
ー

ド

の
車

が
き

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う
。
私

も
そ
く
死

で
す
。
考
え

た
だ
け

で
も
、

）

で

お

っ
と
し
ま
す
。

私

の
わ
る

い
と

こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
二
人
乗
り

で
す
。

あ

る
人

と
二
人
乗

り
を
し

て

い
た
と

こ

ろ
、
そ

こ
を
通
り
か
か

っ
た
、

パ
ト

カ

ー

が
、
車

の
ま

ど
か
ら
首
を
出
し
て
、

「
こ
ら

っ
、　
一人
乗

り
や
め
な
さ

い
″
。」

と
お

こ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し

た
。

パ
ト

カ
ー

に
は
ぜ

っ
た

い
お

こ
ら
れ
な

い
よ

う

に
し
よ
う

と
前

か
ら
思

っ
て

い
た

の

で
す

が
、
と
う

と
う

お

こ
ら

れ
て
し
ま

い
ま
し

た
。

シ

ョ
ッ
ク
だ

っ
た
な
。　
一

回
お

こ
ら
れ
た
ら
、
今
度

は
絶
対

に
交

通
規
則
を
や

ぶ

っ
た
り
し
て
、
お

こ
ら

れ
な

い
よ
う

に
す

る
ぞ

と

い
う
気
持
ち

が
わ

い
て
き
ま
し
た
。

で
も

、
二
人
乗
り

で
注
意

さ
れ
た
時

の
お
じ
さ

ん
、
も

の
す

ご
く

お

っ
か
な

か

っ
た
な
。
け
れ

ど
、
け

い
さ

つ
の
お

し
さ
ん
は
、
注
意

し
て
く

れ
る
ん
だ
よ

ね
。

ほ
ん
と
う

は
、
あ

の
お
じ
さ
ん
や

さ
し

い
人
か
も
し
れ
な

い
ね
。

お
父
さ

ん
や
、

お
母
さ
ん
方

、
車

に

乗

る
時

に
は
、
か
な
ら
ず

シ
ー
ト

ベ
ル

ト
を
。
そ
れ
か
ら
、
お
酒
を
飲

ん
で
よ

っ
ぱ
ら

っ
て

い
た
り
、

い
ね
む
り
運
転

は
か
な
ら
ず

さ
け
ま
し

ょ
う
。
車

は
、

人
や
動
物

の
命
を
ね
ら
う
敵

。
十
分
気

を

つ
け
よ
う

ね
。

で
も
車

は

い
つ
人

の

生
命
を
う

ば
う

か
わ
か
ら
な

い
、
凶
器

だ
。も

し

こ
の
次

に
ま
た
交
通
安
全

の
作

文
を
書
く

と
し

た
ら
、
注
意

さ
れ
た
と

か
、
そ

ん
た
事

は
書
き

た
く
な

い
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
分

の
心
が
け
を
も

た

な

い
と
。
守

ろ
う

ね
、
交
通
規
則
を
。

ス
ポ
ー
ツ
執
皇

―
総
合
体
育
館
―

輝
人
テ

ニ
ス
教
室

日
後
　
七
月
十
二
日
省

十
七

日
喜

午
前
十
時
省

正
午
喜

場
所
　
標
津
営
林
署

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

（
雨
天

の
と
き

は
体
育

館

）

対
象
　
家
庭
婦
人

定
員
　
一
一十
名

一
般
水
泳
牧
空

日
時
　
毎
週
金
曜

日

午
後
七
時
な
午
後
八
時
喜

場
所
　
屋
内
温
水
ブ

ー

ル

対
象
　
町
民

の
か
た
み
な
さ
ん

動
労
者

と
女
性

の
た
め
の
水
泳
教
室

日
時
　
七
月
十
四

日
ぢ

十
七

日
芸

午
後
七
時
省

八
時
暮

場
所
　
屋
内
温
水
プ

ー

ル

対
象

　
勤
労
者

と

一
般

女
性

レ
ク
リ

ェ
ー

シ

ョ
ン
講
習
会

日
時
　
七
月

二
十

日

午
前
十
時
ぢ
年
後

二
時
キ

場
所
　
総
合
体
育
館

対
象
　
地
域

・
職
場

・
青

少
年
　
婦
人

そ

の
他
各

種
団
体

レ
タ
リ

ュ
ー

シ

ョ
ン
担
当
者

、
体
育
指
導
委

員
、
学
校
　
幼
雅
園
　
保
育
所

の
指
導

貝
お
よ

び
職
員
、
そ

の
ヤ

他

一
般

定

員
　
五
十
名

講
師
　
佐
藤
洋
子
さ
ん

（
日
本

レ
ク
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指
導

貝
）

屋
内
温
水
ブ

ー

ル
が
、
五
月

二
十
九

日
か
ら

一
般

開
放
さ
れ

て

い
ま
す

が
、

プ
ー
ル
を

″清
潔
で
楽
し
い
町
民
プ
ー

ル
″
に
す
る
た
め
、
利
用
さ
れ
る
か
た

は
つ
ぎ
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
水
永
帽
子
は
跡
ヴ
着
用
し
て
＜
だ
さ

▼
フ
ー
ル
内
で

″
あ
ほ
れ
た
ま
ね
″
や

″
沈
め

つ
こ
遊
び
″
は
非
常
に
危
隈
で

す
か
ら
し
な
い
で
＜
だ
さ
い
。

▼
時
計
　
指
輪
　
ネ
ッ
ク
レ
ス
　
ヘ
ア

ー
ピ
ン
　
包
需
　
ば
ん
そ
う
こ
う
な
ど

は
、
は
ず
し
て
沢
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
フ
ー
ル
の
監
視
員
　
指
導
員
の
注
意

に
は
め
ず
従

つ
て
＜
だ
さ
い
。

子どもの夢を育て 平和なBTをつくりましよう
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酬
北
罰
郵
地
籍
調
査
の
境
界
測
量

本
町

で
は
、
昨
年
度

か
ら
二
ヶ
年

の

計

画

で
川
北
地
区

の
地
籍
調
査
を
行

っ

て
ま
す
。
す

で
に
市
街

地

に

つ
い
て
は

昨
年
度

に
境
界
測
量
を
行

い
ま
し

た
が
、

本
年
度

は
七
月
上
旬

か
ら
市
街

地
を
除

く
郡
部
地
区

に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の

所
有

地

の
境
界
を
測
量
し
ま
す

の
で
、

現
地
立
会
な

ど
に

つ
き
ま
し

て
は
特

段

の
ご
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

測
量
は
、
図

に
示
す
番
号
①

か
ら
⑭

ま
で

の
各
地
区
を
順
番

に
実
施
し
ま
す
。

現
地
立
全
な
ど

の
日
時

に

つ
い
て
は
、

個

々
に
連
絡
し
ま
す
。

そ

の
他
詳
し
く

は
、
役
場

用
地
課
ａ

②

２
１
３
１
内
線
２
２
２
番

に
お
問

い

合

せ
く
だ
さ

い
。

O ⑥ ①

〇 ⑤ 0

⑥ O ①

①
角 町

朴⑥ 共舶

0 ⑥ 0

ロ    ロ
2    1
,    線

北
１
蘇

西3号

西 1を

出々】もヽは■農

口と車およ

京13

■2号

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

老
齢
年
金

や
障
害
年
金

　
母
子
年
金

な

ど
を
受
け

る
た
め

に
は
、　
一
定
期
間

保
険
料
を
納

め
て

い
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
う

っ
か
り
納

め
忘

れ
た
た
め
に

障
害
年
金

や
母
子
年
金

が
受
け
ら
れ
な

か

っ
た
と

い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

七
月

は
、
第

一
期

の
納
期

で
す
。
四

月
分
か
ら
六
月
分
ま
で

の
保
険
料

は
も

う

納
め
ま
し
た
か
。
ま

だ
納

め
て

い
な

い
方

は
、
納
期
限
ま

で
に
必
ず

納
め
ま

し

ょ
う

。
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な

ど

で
保
険
料

の
納
付

が
困
難
な
人

は
、
保

険
料
免
除

の
手
続
き
を
し

て
下
さ

い
。

保
険
料

の
免
除
手
続
き
を
す
る
方
は
、

七
月
末

日
ま

で
に
役
場
国

民
年
金
係

に

印

か
ん
を
持
参
し

て
く

だ
さ

い
。

公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
な
ど
に
関
す
る

届
出
の
仕
万
が
大
き
く
変
り
ま
す

公
共
職
業
安
定
所

に
お
け

る
雇
用
保

　
　
て
は
、
お
お
む
ね
次

の
と
お
り
と
な
り

険
業
務

の
事
務

は
、
年

々
増
加

の

一
途
　
　
ま
す
。

を

た
ど

っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
現
在
公
共
職
業
安
定
所

が
手
作
業

で

ま

た
、
今
後
逐
年
増
加
す

る
行
政
需
　
　
　
行

っ
て

い
る
雇
用
保
険

の
適
用
給
付

要
、
新
政
策

の
展
開
な
ど
に
乗
秩

に
対
　
　
　
業
務

が
全
面
的

に
機
械
化
さ
れ
全
て

応
し

て

い
く

た
め
、
労
働
省

で
は
、
か
　
　
　

の
届
書

が
即
時

に
処
理
さ
れ
る

こ
と

ね
て
よ
り
、
公
共
職
業
安
定

所

に
お
け
　
　
　

に
な
り
ま
す
。

る
窓

田
業
務

の
合
理
化
を
推
進
し

て
、
　

　

●
層
書

の
記
載

（
入
力

さ
れ
る
部
分

の

利
用
者

サ
ー

ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
　

　

み
）
は
鉛
筆

（
Ｈ
Ｂ
程
度

）
書
き

に

雇
用
保
険

の
適
用

（事
業
所
関
係
や
紙
　
　
　
な
り
ま
す
。

保
険
者
関
係

）、　
給
付

に
関

す

る

事

務

　
　
●
層
書

に
記
載
す

る
文
字

は
カ
タ
カ
ナ

処
理
に

つ
い
て
、
新

し

い
オ

ン
ラ
イ

ン
　
　
　
　

ア
ラ

ビ
ア
数
字
ま

た
は

「
一
」
記

シ

ス
テ

ム
に
よ
り
即
時

に
処
理
す

る
　
　
　
号

で

「
標
準
字
体
」

の
使
用
と
な
り

こ
と
を
検
討
し

て
き
ま
し

た
が
、
昭
和
　
　
　
ま
す
。

五
十
六
年
七
月
六

日
か
ら

「
雇
用
保
険

　
　
●
層
書

用
紙
が
変

り
ま
す
。

ト
ー
タ

ル
　

シ
ス
テ

ム
」
と
し

て
全
国

　
　
●
雇
用
保
険

の
適

用
に
関
す

る
諸
層
書

い
っ
せ

い
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
　
　
　
を
公
共
職
業
安
定
所

に
お
持
ち
く

だ

し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
際

は
、
窓

口
受
付
時
間
内

に
お

こ
の

「
雇
用
保
険
ト
ー
タ

ル
　

シ

ス
　
　
　
願

い
し
ま
す
。

テ

ム
」

に
よ

る
処
理
を
実
施

い
た
し
ま
　
　
　
運
用
時
間
外

に
な
り
ま
す

と
受
付
は

す

と
、
事
業
主

、
労
働
保
険
事
務
組
合
　
　
　
で
き
ま
す

が
、
翌

日
処
理
と
を
り
ま

な

ど

の
み
な
さ

ん
か
ら
提
出
し

て

い
た
　
　
　
す
。

だ
く
雇
用
保
険

の
適
用
に
関
す

る
諸
層
　
　
　
一屋
用
保
隈
ト
ー
タ
ル
　
シ
ス
テ
ム
運

書

の
記
載

の
仕
方
を

ど
大
き
く
変

り
ま
　
　
　
用
時
間

す

の
で
ご
協
力

く
だ
さ

い
ま
す

よ
う

お
　
　
　
　
局
曜

～
金
躍
日

願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
時

～
十
五
時
三
十
分

を
お
、
変

り
ま
す
内
容

に

つ
き
ま
し
　
　
　
　
上
層
日

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
は
き
れ
い
に
・燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
区
別
し
て
出
し
ま
し
よ
う

九
時

～
十

一
時

安
定
所
窓

□
受
付
時
間

月
躍

，
金
躍
日

九
時

～
十
五
時

土
躍
日

九
時

―
十
時

二
十
の

●
標
準
字
体

カ
タ

カ
ナ
　
の
　
ア
イ
ウ

エ
オ
…

ア
ラ

ビ
ア
数
字
　
例

　
０
１
２
３
…

以
上

の
と
お
り

「
雇

用
保
険
ト
ー

タ

ル
　

シ
ス
テ

ム
」

に

つ
い
て
簡

単

に
ご

説
明

い
た
し
ま
し
た
が
、
詳
細

に

つ
き

ま
し

て
は
最
寄

り

の
公
共
職
業
安
定
所

に
お
問

い
合

せ
願

い
ま
す
。

）

一

“か多イ,貨悔れ務孝7ルル
る々修Ftttt卜もWウ防岱かと
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7月 の 健 康 相 談 日役場窓□から

言掲1昌昌隻の
届け出分です

る誕生おめでとう

町
保
健

課
で
は
、
各

地
区

で
の
健
康
相

談

の
ほ
か
、
役

場

（基
幹
集
落

セ

ン
タ
ー
）

の
健

康

相

談
室

を

会

場

に

「
全
町
対
象

の
健
康
相
談
ヽ

を
、
行

い
ま
す

。

時
間

は
、

い
ず

れ
も
午
前

十
時

か
ら
午
後

三
時
ま
で
で

す
。

お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ

い
。

◎
健
康
相

談
日
◎

▽
七
月
　
　
一三
日
０

▽
七
月
　
十
七
日
０

【壮朋五一苅仰

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
類
　
浜
古
多
様

・
素
別

崎
無
果
　
古
多
様
市
街

一粒開走ｍ内

新
川
上
町
　
川
上
町

柴
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

【粒開に蜘ぬ

本
　
町
　
鳩
ケ
丘
町

双
葉
町
　
桜

一谷
町

住
吉
町
　
東

浜

町

●
以
上
の
日
程
で
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

●
必
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と
区
別

し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

―

あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
―

～
社
会
福
祉
協
議
会

へ
～

◎
全
快
祝
を
廃

し

▼
塁
一　

田
　
義
　
雄
　
　
栄
　
　
町

◎
香
英
返
し
を
廃

し

▼
松

実

カ

ネ

　

北

川

北

▼
下
　
山

　

一
　

夫
　
　
北

川

北

◎
活
動
資
金

と
し

て

▼
聖
　
友
　
標
　
津

～
標
津
町
観
光
協
会

へ
～

◎

ホ
テ

ル
新
築
落
成
記
念
を
廃
し

▼

ホ
テ

ル
　

川
　
畑
　
　
鳩

ヶ
丘
町

～
標
津
町

へ
～

◎
蒸
別
小
中

学
校
備
品
購
入
費

と
し

て

▼
中

野
佐
市
　
佐
太
郎
　
崎

範
小
異

《
敬
称
略
》

父の氏名   続 柄 子 の名

山 崎    勇  長 女 牧  子

池 田    暢  長 男 真  郁

遠 藤 忠 信 4男 隆 博

星   雄 治郎 長 女 奈  見

大 野  政  一  長 女 え りか

家 政 徳 彦 長男 孝 徳

本 村 信 男 2女 麻 里

吉 田 浩 - 2女 智 美

いつまでもお幸せに

おくやみ申し上げます

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
募
集

所

町

町

別

町

栄

住

弥

本

薫

緑

志
子
子
子

監
辰
艦
嬢
栄

勲
川
藤
田
藤

弥
硫
培
納

二
牌
司
勝

略
謙
雅
浩
俊

彩
田
藤
山
藤

角

遠

外

佐

軸
釣
６２
７０
７９
８３
８‐

帥時蜘時的的的

量

計

ヨ

ゑ

シ

雄

名

雅

広

キ

ち

キ

貞

氏

藤

実

藤

田

井

辺

伊

松

工

小

桜

渡

‐

）

一

広
報
し
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
＜
わ
し
く
は
、
町
民
課
知
ら
せ
聞
く
係
ま
で
。

7・8月 の不燃物 収集
飾帥印中蜘却蜘印帥

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

七
月

一
日
を
調
査
期

日
と
し
た
事
業

所
続
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査

と
な
ら

ぶ

国

の
最
も
基
本
的
な
調
査

の

一
つ
で
、

事
業
所

に

つ
い
て
産
業
別
や
規
模
別

の

構
成
を
、
全
国

　
都
道
府
県
　
市
区
町

村
別

に
明
ら
か
に
す

る

こ
と
が
ね
ら

い

で
す
。

こ
の
た
め
、
工
場

や
店
舗
　
事
業
所

会
社
　
旅
館
を

は
じ

め
と
し

て
、
学

校

駅

病

院

神

社

仏
門
な
ど
、
あ

験

（税
務

）
の
合
格
者

の
中

か
ら
採
用

さ
れ
る
も

の
で
、
採

用
試
験

の
日
程
は

次

の
と
お
り

で
す
。

▼
受
験
資
格
　
昭
和

三
十
六
年
四
月

二

日
か
ら
昭
和

三
十
九
年
四
月

一
日
ま

で
生
ま

れ
た
者

（
ｘ
本
年

か
ら
女
子

も
受
験
す

る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
受
付
期
間
　
七
月
八

日
的
か
ら

七
月
十
七

日
翁

ま

で

（郵
送

の
場
合

は
、
七
月
十
七

日
６

ま

で
の
消
印

が
あ

る
も

の
に
限
り
ま

す
。
）

ン

）

ｔ
周
八
日
側
か
ら
受
付
開
始

税
務
職
員

（税
務
大
学
校
普
通
科
研
　
　

▼
申
込
先
　
人
事

院
北
海
道
事
務
局

修
生

）
は
、
国
家

公
務
員
採
用
初
級
試

　

　

　

（
札
幌
市
中
央
区
大

通
西
十
丁
目
、

ら
ゆ

る
事
業
所

が
対
象

に
な

り
ま
す
。

調
査

の
結

果

は
、
国
　
都
道
府
県

市
区
町
村

の
各

種
行

政
施
策

、
例

え
ば
、

地
域
開
発
計

画
、
都
市
計

画
、
交
通
対

策
、
雇

用
対
策
、
公
害
対
策

な

ど
の
資

料

と
し

て
利

用
さ
れ
ま
す

が
、
調
査
票

の
内
容
を
他

に
漏
ら
し
た
り
、
統
計

以

外

の
目
的

に
使

用
す

る

こ
と
は
絶
対
あ

り
ま

せ
ん
。

調
査
員
が
訪
問

の
際

は
、

ご
協
力
く

だ
さ

る
よ
う

お
願

い
し
ま
す
。

札
幌
第

二
合
同
庁
合

）

▼
第

一
次
試
験
　
十
月
四

日
０

▼
第

二
次
試

験
　
十

一
月
中
旬

か
ら
十

二
月

の
上
句

ま

で
の
間

の

一
日

▼
最
終
合
格

発
表
　
十
二
月
中
旬

か
ら

十
二
月
下
旬
ま

で

の
間

詳
し
く

は
、
札
幌
国
税
局
人
事
第

二

課

（
ａ
Ｏ

一
一
―

二
三

一
十

九
二

一
一

内
線

二
二
四

）
又

は
根
室
税
務
署

総
務

課
（
な
〇

一
壬

≡

一十

三
十

二
一
一六

こ

に
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。

標津町だよリア月46日 8周 6日 NttK総 合テレピ(午前8障 44分からう卜HKラ ラオ勧開寄4前杖`年徳R情 研分からヽ


